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■ 良好 □

■ 良好 □

■ 良好 □

■ 良好 □

■ 良好 □

■ なし □ あり

７． 特記事項

□ □

　　　（部局名）動物実験委員会　御中

（e-mail）

承認番号

心理学科

教授

使用動物数（実験使用数及び繁殖数）の削減に努めたか。

動物の選択

動物数の削減

（職名）

yseki@vega.aichi-u.ac.jp

飼養保管施設及び実験室を適正に使用したか。 改善すべき点があった

改善すべき点があった

改善すべき点があった

改善すべき点があった

改善すべき点があった

2020年度は安楽死は行っていない。

別記 （動物実験責任者が作成するもの）

2020年度　自己点検報告書（動物実験実施状況）

施設等の利用

１．

２．

３．

４．

1431

（分野等の名称）

動物の苦痛軽減、排除及び安楽死を適正に行ったか。

６．

動物実験責任者

研究課題

動物実験の実施期間

使用動物種

５．

総合的実施状況

動物の選択苦痛軽減
及び安楽死

被災者名：

被災者名：

被災者名：

愛知大学動物実験倫理基準第６章に基づく、事故の措置等の有無。

（部局名）

（氏名）

（連絡先℡）

使用動物種は適正であったか。また、動物を適正に用いたか。

文学部

関　義正

事故の発生
・発生日時：

・発生日時：

・発生日時：

発声学習能力を持つ鳥類の視聴覚コミュニケーション
の研究

2019年11月25日 2022年3月31日

1

6

4

総合的に見て、適正に実施することができたか。

左の動物数

ジュウシマツ

セキセイインコ

オカメインコ

提出日 2022年1月30日

2020年度中に不調となったセキセイインコが獣医師による診察・投薬を受けたが、３羽が病死した。セキセイインコの消
化器系に特異的に見られる細菌「通称：メガバクテリア〕によるものと思われる。以降、その他のトリに異常はない。定期
的な清掃・消毒などで予防し、罹患時には獣医師による早期治療を施し、治療が難しいときは安楽死させる。

※

記入日　：

動物実験委員会の意
見

特に問題なし 下記の点につき注意を要する



記入要領

　１．部局名は、実験責任者の所属する部局を記入してください。

　８．項目７については、必要に応じて記入してください。

　９．※の項目については、部局動物実験委員会が記入するので、記入しないでください。

　２．分野等の名称は、専攻名等を記入してください。

　３．研究課題は、実験計画申請書の「実験課題名」を記入してください。

　４．承認番号は、審査番号を記入し、変更承認がある場合は、最新の審査番号を記入してください。

　５．動物実験の実施期間は、当初承認時の実験予定期間を記入してください。また、期間の変更がある場合は
　　　通期の実験予定期間を記入してください。

　６．項目１から５について、■改善すべき点があった、場合には下の枠内にその理由を簡潔に記載してください。

　７．項目６については、■ありの場合には下の枠内に発生日時と被災者名を記入してください。
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